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【長　　　打】

【戦　　　評】

第３６回　全国中学校ソフトボール大会公式ホームページ
　( http://www.ehimejpa.com/softball/)で四国大会の情報を公開しています。

Shikoku Junior High School Softball Championship 2014 in Ehime

【　女子　】 Ｄ球場（かすみの森公園西）

＜一球一心＞ ＜一球入魂「よいしょ！」＞

準決勝

チーム名

城北中学校（愛媛県）

大川中学校（香川県）

＜先攻＞（城）○久保田　奈々香、西森　千紘　－　二宮　杏奈

＜後攻＞（大）●古市　理瑚　－　鈴木　咲耶香

＜本塁打＞

　 この試合も先制点をとれたことが大きな勝因だと思う。そして、選手たちは強いスイングができ、大事なところ
で１本打てたこともよかった。明日は四国１位をとります。

主将談

　 初回に点をとれたことが勝因だと思います。チームのみんなが自分の役割を果たし、つなぐバッティングがで
きたことが試合の決め手になったと思います。明日は、自分たちのプレーをして四国１をとりにいきます。

　若 人 よ   蒼 き 四 国 で 熱  く な れ  ！

＜三塁打＞　

＜二塁打＞　

“ 城北中、12安打８得点で全国大会決める！ ”  大川中、さわやかな笑顔で堂々の四国３
位!

　 城北中は、初回に４安打を集中させ、鮮やかに３点を先制した。２回も追加点をあげ、５回には１番伊勢元の
内野安打をきっかけに４点を追加し、試合を決めた。投げては久保田、西森の継投で大川打線を無安打、無得
点に抑えた。これで２試合連続のコールド勝ちで全国大会の出場を決めた。
　 大川中は最初から最後まで笑顔を絶やさず、ひたむきなプレーをしたが力負けをした。しかし、出場選手、ベ
ンチ、指導者そして保護者が一体となって熱い試合をしていた。非常にさわやかな四国３位チームであった。

【勝者インタビュー】

監督談


